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2018年（平成30年1～12
月）の外貿コンテナ貨物取
扱量は個数ベースで1.6％
増の457万TEUと過去最高
を更新し、1998年から21年
間連続で国内主要港湾トッ
プの座を維持している。
457万TEUのうち輸入が
1.1％増の245万TEU、輸出
が2.1％増の212万TEUだっ
た。トンベースでは、輸出
はマレーシア、インドネシ
ア向けが増えたが中国、台
湾向けなどが減少、輸入は
台湾、ベトナム出しが増加
したが、中国、チリ出しが
減少した。東京港では、輸
出コンテナ貨物が輸入コン
テナ貨物を下回っており、
空バンの滞留が続く傾向
は、効率化の点から一つの
課題である。
平成元年（1989年）の名
目GDP（自国通貨）は421
兆円で、平成の30年間での
伸びは1.3倍、ドルでも1.6
倍にすぎないが、外貿コン
テナ取扱量は元年が123万
TEUで、30年間で約3.7倍に
なった。経済成長以上に産
業構造、生活様式の変化が
貨物の伸びに寄与してい
る。この間、東京港は港の
機能強化とともにターミナ
ル運営の効率化など様々な
対策を講じてきた。しかし、
来年は東京2020大会がある
ので、対策を一段、二段引
き上げていかねばならな
い。4月の連休前までと、
連休明けから3日間の計6日
間、全コンテナターミナル
のゲートオープン時間を拡
大した。東京2020大会開催
時の交通需要マネジメント
（TDM）に向けた取り組み
の一環で、これだけの規模
でターミナルのゲートオー
プンを延長したのは初めて
である。さらに各社によっ
て異なるが、10連休ではタ
ーミナルを全休にせずに対
応した。今回のトライアル
については、効果、課題を
分析しているところ。
これに加え、臨時貨物置
場やストックヤードの新
設、さらに道路の交通状況
を配信するウェブカメラを

ふ増設し、トラックドライ
バーがスマートフォンでリ
アルタイムの情報を見られ
るようにしていく。
荷主の皆さまにご理解・
ご協力いただくことも大切
で、今年2月の「東京港の
つどい」をはじめ、業界団
体向けの説明会等で積極的
なPRを行っている。「東京
2020大会開催時は貨物の引
き取りが大変」という漠然
とした不安を解消するため
には、分かり易い説明が必
要と考えている。これらの
対策を実施し、その効果を
分析し、本番に向けて万全
の対策をとっていく。

東京港の機能強化と
ターミナル再編
東京港は、外貿コンテナ
ふ頭の整備と道路ネットワ
ークの強化、物流の効率化
を三本柱として、増加する
コンテナ貨物に対応してい
く。中央防波堤外側が供用
を開始すると、Y1～Y3で計
120万TEUの処理能力が確
保でき、その後の取組と合
わせ、東京港の抜本的な機
能向上のきっかけとなる。
外貿コンテナふ頭の整備
はY1が既に供用を開始、Y2
（1バース、岸壁延長400m、
水深16m、ガントリー3基、
面積20ha）を2020年春まで
に供用を開始する目標で整
備しており、予定通り進ん
でいる。Y2は近接する羽田
空港の高さ制限に適合する
ため日本初のシャトルブー
ム式コンテナクレーンを導
入している。アウトリーチ
63m（22列）、1.4万TEU級
の大型船に対応し、想定さ
れる最大規模の地震動（レ

ベル2地震動）に耐える免
震機構を備える。Y2供用後
は青海コンテナふ頭の取扱
い貨物の一部を移転させる
など、借受者にもご協力を
いただき、東京2020大会の
ための対策にも結び付くよ
う取り組んでいく。
さらに中長期の取組とし
ては、事業中のY3（岸壁延
長400m、水深16～16.5m、
面積25ha）の整備を計画通
り進め、あわせて青海コン
テナふ頭と大井コンテナふ
頭の再編に取り掛かる。青
海の再編にあたっては、荷
役機械の更新やヤード仕様
の変更などにより取扱能力
を強化する。この他にも、
車両待機場の整備（青海、
中防外側、大井地区）、バ
ンプール、シャーシープー
ルの整備、24時間利用可能
なコンテナの一時保管場所
（ストックヤード）の整備
などに取り組み、物流の効
率化を図っている。
このように、東京港は限
られた用地を有効活用して
機能の拡張に取り組んでき
た長い歴史がある。今後も
貨物の増加に対応できる港
湾機能の強化を図っていく
ためには、関係業界、団体
との連携が不可欠であり、
東京2020大会開催を契機に
東京港がさらに役に立つ港
となるよう、関係者ととも
に取り組んでいきたい。

拡充が進む東京港の
道路ネットワーク
東京港の取扱貨物量は平
成の30年間で3.7倍になった
が、道路は貨物量の増加に
十分には対応できていな
い。東京港は市街地と近い

ので、道路を開設するにも
用地が少なく、すぐに過密
市街地にあたってしまうな
ど、地形的にも制約がある
が、可能な限り効率的に整
備していく。
現在建設中の、臨港道路
南北線は、東京2020大会開
催中は関係車両の輸送ルー
トとなるが、その後は南北
方向の二つ目の幹線とし
て、中防外側に建設される
外貿コンテナふ頭Y1～Y3の
貨物輸送に大きな役割を果
たす道路となる。また、東
京港トンネル一般道路部で
ある国道357号線の東行き
が来月に供用開始する予定
であり、トンネル部分が双
方向で開通する。これらの
道路整備により、東京港に
おける南北方向と東西方向
の道路ネットワークが拡充

され、物流機能の強化が図
られる。

東京国際クルーズターミ
ナル
東京港の新たな顔として
期待が高まっているのが、
現在建設中の東京国際クル
ーズターミナルである。来
年7月14日に開業し、Royal
Caribbean International 社の
“Spectrum of the Seas”（約
16.9万GT、乗客定員4,246名、
2019年就航）が第1船とし
て寄港する。2020年の稼働
日数は約半年間で50隻ほど
の寄港が決まっている。21
年のバース予約も好調であ
り秋シーズンはこれから予
約が本格的に入るので、で
きれば100隻程度の寄港を
目指したい。東京港に大型
客船ターミナルができるこ
とはクルーズ業界に相当な
インパクトで迎えられてい
る。20年、21年の2年間で、
スタートアップ効果をはっ
きり示して、それを定着さ
せることを狙いたい。来年
秋は“ Queen Elizabeth”
（Cunard Line 運航）が新た

なターミナルに初寄港す
る。QEは21年春も5回の寄
港が決まっている。観光シ
ーズンの春秋の来航を定着
させることを目指してい
る。
アジアから日本近海をめ
ぐるクルーズは、近年、各
船会社が新船を投入するな
ど活況を呈している。この
トレンドをしっかり掴み、
東京国際クルーズターミナ
ルが首都圏の海の玄関口と
なるよう取り組んでいきた
い。そのため客船の誘致に
加え、ターミナルのオペレ
ーションをしっかりと組み
立てることが重要だ。船会
社が寄港地を選択する際、
下船してスムーズに観光地
に行けることを重視してい
る。最大4,000～5,000人規
模の乗下船者のＣＩＱの円
滑な実施、交通手段へのス
ムーズな誘導について事前
訓練を徹底し、お客様にも
船会社にも、「また来たい
東京港」と思って頂けるよ
う取り組んでいく。「東京
港の新たな顔」に期待して
欲しい。

東京都港湾局長　斎藤　真人  氏

中央防波堤外側供用で抜本的機能強化に
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今年、開港78年目を迎えた東京港。東京都が港湾法による港湾管理者制度の下で港
湾管理者となって69年目にあたる。1951年（昭和26年）に「特定重要港湾」の指
定を受け、2010年には京浜港として国際コンテナ戦略港湾に選定された。1967年
に品川コンテナふ頭が供用を開始、米船社、Matsonの改装コンテナ船、“Hawaiian
Planter”（14,246DWT、464TEU）が寄港、翌68年に邦船初のコンテナ船、日
本郵船の箱根丸（752TEU）が就航し、以来、東京港はコンテナ時代のフロントラン
ナーの役割を担ってきた。東京港の2018年（平成30年）のコンテナ貨物取扱量（個
数）は前年比1.6％増の457万TEU。平成の30年間で3.7倍に増やし、前年に引き続
き、史上最高を更新、国内主要港湾でトップの座を維持している。現在、整備中の中
央防波堤外側地区のY3が供用を開始すると、Y1～Y3だけで120万TEUの取扱量と
なり、取扱能力が大幅に強化される。東京都港湾局長の斎藤真人氏に東京港の現況と
「第8次改訂港湾計画」に基づく整備、計画、19年度の政策・実務課題である物流機
能の強化と効率化への取り組みなどについて聞いた。
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東京港の現状について

東京港コンテナターミナル（現況）

バース数 岸壁 水深 ヤード面積 クレーン数
品川コンテナふ頭 3 555m 10ｍ 96,741㎡ 4
青海コンテナふ頭 5 1,570m 13～15m 479,079㎡ 12
大井コンテナふ頭 7 2,354m 15m 945,700㎡ 20
中央防波堤外側

1 230m 11m 13,000㎡ 3コンテナふ頭（Y1）



2019年度の主要事業は、
東京港の機能強化に向けた
取り組みの推進として外貿
埠頭整備に54億800万円を
計上し、船舶の大型化や外
貿コンテナ取扱量増大と船
舶の大型化に対応、中央防
波堤外側地域のコンテナタ
ーミナルを整備、また着岸
する船舶の航行安全を図る
ため、水深16mまで航路を
浚渫する。さらに円滑な物
流ネットワークの整備とし
て290億9,100万円を投入し、
物流機能の強化をはかり、
埠頭の整備に合わせ臨港道
路中防外1号線、3号線、5
号線の道路建設や、中貿外
1号線、3号線の雨水管敷設
工事も実施し、物流円滑化
に向けた取り組みなどを推
進する。並びに客船誘致の
促進に86億9,600万円を投入
し、近年のクルーズ需要の
増大と客船の大型化を踏ま
え、臨海副都心地域に世界
最大級の客船にも対応可能
な新埠頭を整備し誘致を促
進する。
緑があふれ親水性豊かな
港の実現に向け、海上公園
整備に67億1,800万円を投
入、自然環境保全や景観に

配慮した緑地などを整備す
るほか、廃棄物処理場建
設・汚泥浚渫などで157億
4,300万円を計上し新海面処
分場埋め立て地で新ブロッ
クの護岸整備を推進するほ
か、江東地区、芝浦地区、
硬軟地区の運河で、汚泥除
去のため作業を実施する。
さらに舟運の活性化、水辺
の賑わい・魅力の向上へ向
けた水上交通ネットワーク
の充実には11億900万円を
投入、水辺に立地する観光
資源などを結ぶ水上交通ネ
ットワークの形成や魅力的
な水辺空間の創出にも取り
組んでいく。
臨海地開発のさらなる推
進を目指し、臨海副都心整
備には臨海地域開発事業会
計から76億7,500万円を充
て、広域道路整備費用や臨
海副都心地域の都市基盤整
備に取り組むほか、臨海副
都心の居心地の良いまちづ
くりのために31億4,400万円
を計上、遮熱性舗装の整備
や海上公園へのミストの設
置など夏場の暑さ対策、り
んかい線駅前広場の改修や
多様な来訪者の受け入れ環
境整備に取り組むなど、臨

海副都心の居心地の良いま
ちづくりを推進する。
地震・津波・高潮対策を

推進するために、海岸保全
施設整備費用には176億
9,700万円を計上し水門や排
水機場、防潮堤の耐震対策
などを推進。また、港湾施
設などの防災力向上のため
に27億1,500万円を計上し、
岸壁、橋梁、などの耐震強
化及び道路の無電柱化を推
進する。
島しょ地域における生活
と産業を支える機能の拡充
では島しょ地域における生
活と産業を支える機能の拡
充をはかり、港湾、漁港、
空港の整備、航路・航空路
運賃補助や航空機事故被害
者生活再建支援制度のため
の島しょ港湾整備に210億
6,600万円、津波避難施設、

海岸保全施設などの整備の
ための島しょ地域の防災力
向上に23億6,800万円を計上
した。

また東京臨海地域まちづ
くりを着実に推進するため
の臨海地域開発事業には
24.6％増の307億2,900万円
を計上、広域基盤施設整備、
土地造成、域内基盤整備な

どに取り組む。都は2001年
から総合的、一体的な整備
を進めるため臨海地域開発
事業会計を設置しており、
2019年度は埋立地の開発を
促進するため護岸改修に取
り組むとともに、道路・橋
梁など既存の都市基盤施設
を改修、また臨海副都心地
域では区画道路、公園、緑
地などの都市基盤施設の整
備を推進する計画だ。
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中防外側外貿CTや臨港道路南北線など整備

東京都の2019年度の一般会計予算規模は、2020年
の東京オリンピックパラリンピックへの準備を控え、前
年比5.9％増の7兆4,610億円と過去最大となった。港
湾局の一般会計が前年度予算比5.6％増の1,298.55億
円、臨海地域開発事業会計は、埋立地の開発を促進する
ための護岸改修や道路・橋梁など既存の都市基盤施設を
改修する。また臨海副都心地域では区画道路、公園、緑
地などの都市基盤施設の整備を推進するため、57.7％減
の228.56億円、港湾事業会計は逆に98.9％増やして
93.93億円を計上した。

臨海地域開発事業にも
307億円

東京都港湾局

東京都港湾局



貨物量増と観光、防災、
環境を両立させるため都は
5項目の取り組みを定め、
計画の実現を図るとして
いる。

①産業の国際競争力強化
と首都圏の生活関連物
資を迅速、確実に調達
できる港を整備するた
め、物流機能を再構築
し、円滑な交通ネット
ワークを確保、世界と
つながる国際貿易拠点
港を目指す。
②国際会議、展示会など
（MICE）と国際観光拠点
機能を強化し、大型ク
ルーズ客船の誘致を促
進、また海上交通ネッ
トワークを拡充し、世
界から人が訪れる国際
観光港湾へ成長する。
③良質な環境形成に向け
た緑地整備、自然環境

再生をはかるとともに、
都市活動を支える廃棄
物処理場の整備や人と
みなと・海とのつなが
りの充実、環境負荷の
少ないみなとの実現を
通し「世界をリードす
る環境先進港湾」を目
指す。
④2020年に開催されるオ
リンピック・パラリン
ピックを契機にあらた
な競技施設が整備され
るため、大会終了後は
「スポーツ都市東京」を
体現する地区として将
来に引き継ぐ。
⑤世界に誇れる安全安心
なベイエリアを目指し、
耐震強化岸壁、背後オ
ープンスペースの拡充、
津波・高潮対策の推進
をはじめとした予防保
全型維持管理を推進し
ていく。

具体的には、まずコン

テナ貨物の取扱量増のた
め、品川コンテナ埠頭の
老朽化対策と物流機能強
化し、岸壁を550m延長し2
バース追加、また水深11m
まで浚渫する。また大井
コンテナ埠頭では15万dwt
クラスの大型コンテナ船
への対応力を強化するた

め、岸壁機能を強化する
とともに大井水産物埠頭
を用途変更しコンテナ埠
頭化することで岸壁を
400m延長し1バース追加、
水深も15～16mまで増深す
る。さらに青海コンテナ
埠頭も船舶大型化への対
応と岸壁機能の強化をは
かり、A2ターミナルは
10dwt型船、A3・4は15万
dwt型船に対応できるよう

整備するとともに機能の
一部を中央防波堤外側地
区と新海面コンテナ埠頭
へ移転・再編する。
中防外、新海面コンテ

ナ埠頭の整備と岸壁機能
を強化するとともに、新
たな岸壁の利用効率向上
のため、将来的に新たな
コンテナ埠頭の開発も構
想する。
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また、東京都の政策企
画局、都市整備局、港湾
局はこのほど東京2020大
会後を見据え東京、ひい
ては日本の今後の成長を
牽引するベイエリアの将
来像を描くため「東京ベ
イエリアビジョン」（仮称）
を2019年末までに策定す
ると発表した。
これまでの個別計画の

枠を超えた総合的なビジ
ョンとして策定し、次世
代のまちづくりのモデル
となる、世界を見据えた
将来像を示し、東京およ
び日本の成長戦略につな
げていくというのが策定
の狙い。
ビジョンの基本コンセ

プトは、東京と日本の今後
の成長を創り出す場とし
て東京ベイエリアを世界

に発信／東京ベイエリア
を鳥の目で俯瞰し各地域
の特色をより活かす／官
民連携のもと次世代を担
う若手の視点や自由な発
想を活かす、の3点。
陸海空ビジョンでリニ

ア中央新幹線27年開業の
品川、空港アクセス線の
羽田、20年開業の東京国
際クルーズターミナルな
ど“陸海空の結節点：東
京の玄関”として、築地
の新たなブランド創出・
交流拠点、晴海の環境先
進都市のモデルケース、
豊洲市場の賑わいを活か
すほか、有明はスポーツ
とイベントで賑わうまち、
台場はアーバン・ウォー
ターフロント、青海はリ
ゾートイノベーション、
海の森とエリア設定する。

●東  京  本  社 ●横  浜  支  店 ●松  山  支  店
03(3642)3255 045(201)0825 089(979)4490

●品 川 営 業 所 ●大 井 営 業 所 ●海外駐在事務所
03(3474)9222 03(5492)7443 （ベトナム/ダナン・韓国/釜山）

○海外法人　PT.DAIICHI KOUN INDONESIA（インドネシア/スラバヤ）
DAIICHI KOUN (THAILAND) CO., LTD（タイ/バンコック）

Website:http//www.daiichi-koun.com

一般港湾運送事業・通関業・国際複合輸送業

第一港運株式会社
Daiichi Transportaton & Terminal Co., Ltd.

代表取締役社長 岡　田　幸　重

総合物流で日本と世界を結ぶ
第一港運は物流のトータルプランナーとして
お客様のニーズに即した質の高いサービスを

ご提供いたします。

2014年9月に策定された東京港第8次改訂港湾計画では、2020年代後半の目標
達成を想定し、港湾機能と都市機能を有機的に結合させ「世界に誇る都市型総合港
湾・東京港」を創造し、魅力ある国際港湾として世界へ発信することを目標に定め、
年間の取り扱い貨物量を、外貿貨物が6,880万トン、うちコンテナ貨物が6,620万
トン・個数ベースで560万TEU、内貿貨物は3,950万トン、コンテナが50万トン
と、合計で1億830万トン・610万TEUまで伸ばすほか、クルーズ船、フェリーに
よる船舶乗降旅客数を700万人まで伸ばすことを目標にしている。

「東京ベイエリアビジョン」策定し
2020年後の将来像を模索

築地

晴海

豊洲

有明

台場

青海

新たなブランドの
創出・交流拠点

環境先進都市の
モデルケース

市場の活気と
賑わいを活かす

スポーツとイベントで
賑わうまち

アーバン・
ウォーターフロント

リゾート&
イノベーション

海の森



道路交通では平日の15％
程度交通量減少（休日並み）
を計画し、継続的に一般交
通を抑制し交通量全体を大
会前の10％程度減少とする
とともに、部分的にはいっ
そうの分散・抑制を図ると
いう。
一方、東京都港湾局は物
流円滑化維持のため、6項
目の取り組みを策定し、港
湾物流確保を図る。
東京大会では競技エリア
と港湾エリアが近接し、大
会関係車両と港湾物流車両
の走行ルートが一部重複
（大会関係車両約6,000台が
往来と試算）、円滑な道路
交通を確保するためには平
日の交通量を15％減らすこ
とが必要になる。
そのため港湾局は、新た
なコンテナターミナルの使
用開始、24時間利用可能な
一時保管場所の増設、臨海
道路のWebカメラの増設、

臨海部混雑マップの提供、
船舶利用促進（フィーダ
ー・はしけ補助）、特設ホ
ームページの開設の6項目
の取り組みを策定、推進し
ていく方針を示している。

新たなコンテナターミナル
の使用開始

2019年度中に中央防波堤
外側コンテナ埠頭のY2ター
ミナルの供用を開始し、特

に混雑が著しい青海コンテ
ナ埠頭の取扱貨物の一部を
移転することで、青海コン
テナ埠頭周辺を走るトレー
ラーの削減を図る。

24時間利用可能な
一時保管場所の増設
コンテナ埠頭近くに24時
間利用可能な貨物の一時保
管場所を設け、道路が空い
ている早朝・夜間の貨物の

搬出入を促進し、夕方に集
中する港湾関係車両の分散
化を図る。港湾局は今年夏
にトライアルを実施効果を
検証する計画だ。

臨海部道路の
Webカメラ増設
トラックドライバー向け
に埠頭周辺の交通状況をリ
アルタイムで配信している
Webカメラを、現在の設置
台数の1.5倍へ増設し、特
に混雑の予想される交差点
に設置することで、混雑し
ている道路・時間帯を避け
たトラックの走行を促進す
る。

臨海部混雑マップの提供
臨海部の主要道路ごとの
日別・時間別の混雑予測を
公表し混雑している道路・
時間帯を避けたトラックの
走行を促進する。

フィーダー、はしけなど
船舶利用の促進
補助事業の実施により内
航フィーダー船、コンテナ
バージ輸送への転換を推進
する。東京港を利用した船
舶運航事業者やはしけ横持
輸送を依頼した荷主などに
1FEUごとに補助金を交付
することで都内を走行する
トラック車両の減少を促進
する。

港湾局特設ホームぺージの
開設
特設サイトを設け、

最新のゲートオープン
情報、大会関連情報、
Webカメラ、混雑マッ
プなどのコンテンツを
掲載し、TDMに必要な
情報を一元的に発信す
るとしている。
これらの対策と並行
して港湾局は東京港を
利用する荷主・運送業
者へ交通量の抑制・分

散化を呼び掛けている。具
体的には大会期間中の貨物
量を減らすため、輸出入タ
イミングの変更やコンテナ
ターミナルからの輸入貨物
の早期引き取りなどを求め
ていくほか、早朝・夜間の
輸送、荷受け・荷出し時間
の変更、フィーダー船の活
用など時間やルートを変更
するなど「減らす・変える」
への協力を求めていく。
また大会開催時のTDMに
向けた取り組みの一環で4

月24日～26日と5月7日～9
日の計6日間、東京港の全
コンテナターミナルのゲー
トオープン時間を拡大する
取り組みを実施し、ターミ
ナルでの貨物搬入出時間を
拡大し効果を検証した。具
体的には、実施期間中の早
朝が7時30分～8時30分の1
時間、夜間は16時30分～19
時30分の3時間ゲートオー
プン時間を拡大し、早朝・
夜間のコンテナ搬出入を促
すとしている。

〈第三種郵便物認可〉 SHIPPING GUIDE,  Monday,  May  20,  2019 （ 9 ）

物流があるから、 世界はいつも新しい。
モノを作っている人がいて、売っている人がいる。

そこには必ず「つなげる人」がいる。正確に、丁寧に、安全に。
あなたの手元から、新たな景色を広げるために。

ヒト、モノ、コトの接点を生み出す。ケイヒングループ。

東京2020年大会（オリンピック・パラリンピック）における五輪対策と円滑な物流
維持に向け、東京都のオリンピック・パラリンピック準備局輸送課ではロンドン五輪
と同じ方式で、交通需要抑制・分散・平準化をする交通需要マネジメント（TDM）と
道路状況に応じて交通の需給関係を高度に運用管理する交通システムマネジメント
（TSM）、鉄道などの安全で円滑な輸送を行う公共交通輸送マネジメントの3つの取り
組みにより物流硬直を防ぐ。

代表取締役会長　鈴江  孝裕
代表取締役社長　田留　  晏

本　　社　〒231-0021  横浜市中区日本大通7番地
　　　　　TEL.045-671-5330㈹　FAX.045-671-5333
東京本社　〒105-0004  東京都港区新橋1丁目11番7号
　　　　　TEL.03-3575-8230㈹　FAX.03-3575-8231
    https://www.suzue.co.jp

港湾部における物流対策6本の柱

東京2020大会関連施設と東京港のふ頭位置図

ストックヤードの運用イメージ＜輸入貨物の場合＞

ストックヤード設置予定エリア



コンテナ貨物のうち輸入
が重量ベースで前年比横
ばいの3,521万4,000トン、
個数ベースで1.1％増の245
万3,332TEU、輸出が1.6％
減の1277万トン、2.1％増
の211万7,463TEUと個数ベ
ースではいずれもプラス
だった。
総貿易額は0.7％増の17

兆6,915.12億円で、輸出額
が3.0％増の6兆394.88億円、
輸入額は0.4％減の11兆
6,520.24億円だった。
内貿貨物は2.6％増の

4,171万6,000トンで、うち
移出が廃土砂、再利用資
材などが減少し0.3％減の
1,575万1,000トン、移入は
完成車、セメントなどが
増加し4.4％増の2,596万
4,000トンだった。
年間の寄港船隻数は

3.3％増の2万4,375隻で、う

ち外航船が5,478隻、内航
船は3.6％増の1万8,249隻と
いずれも増加し、外航船
のうちフルコンテナ船は

2.0％増の4,924隻、総トン
ベースでも1億2,766万6,626
総トンと3.6％増加した。
外貿コンテナの主要国

別取扱量（トン数ベース）
は輸入が、米国、タイ、
オランダ向けなどが好調
で、2位の米国が1.3％増の
284万1,018トン、3位のタ

イは1.0％増の88万9,159ト
ン、6位のオランダが7.4％
増の55万5,357TEU、7位の
マレーシアは38.3％増と2
ケタプラスを記録した。
一方、首位の中国向けは
7.9％減の362万834トン、4
位の台湾が11.4％減の62万
5,111トン、5位のベトナム
も10％減の55万7,756トン
と前年割れだった。
輸出は上位主要国がほ

ぼ前年並みで推移し、首
位の中国が0.9％減の1,529
万9,750トン、2位の米国は
0.2％増の418万2,500トン、
3位のタイが4.1％増の243
万1,720トン、4位のベトナ
ムは5.7％増の201万2,633ト
ンだったが、5位の台湾は
25.6％増の145万7,610トン

と好調だった。
外貿貨物を品目別に見

ると、輸出の16.4％を占め
る首位の再利用資材が
9.6％減の217万3,069TEUと
落ち込んだが、その他は
ほぼ前年並みを維持し、2
位の産業機械が1.2％増の
195万3,004トン、その他の
化学工業品も0.1％増の182
万3,146トン、自動車部品
は8.8％増の161万295トン
と好調だった。
輸入は首位が衣服身の

回り品、履物で
1.9％ 増 の 470万
4,143トン、2位の電
気機械が2.0％増の
321万2,151トン、3
位の製造食品も
2.4％ 増 の 255万

7,398トンとほぼ前年並み で推移した。
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東京港港湾運送事業協同組合

理  事  長 中　山　正　男

副理事長 松　川　一　裕

専務理事 江　津　定　年

〒108-0023 東京都港区芝浦三丁目5番38号（港協会館）
電話 　０３（３４５２）３８１１
ＦＡＸ ０３（３７９８）１４０４

一般社団法人 東京港運協会
会　　長 鶴   岡   純   一
副  会  長 中   山   正   男
副  会  長 永   澤   利   雄
副  会  長 田   原   典   人
副  会  長 喜 多 澤       昇
副  会  長 松   川   一   裕
副  会  長 坪   田   光   男
専務理事 笹   川   文   夫
常務理事 今   村   秀   彦

若 山 孝 光
事務局長 近   田   毅   彦

〒108-0022 東京都港区海岸三丁目26番1号　バーク芝浦4階
電話 03  ( 5 4 4 4 )  ２１５１
FAX 03  ( 5 4 4 4 )  ０８６６

理　　事
労務部長

輸出入とも増加し457万TEU東京港

関東地方整備局東京港湾
事務所が4月に発表した
2019年度の事業概要では、
東京港におけるコンテナタ
ーミナルの能力不足の解
消、基幹航路におけるコン
テナ船の大型化、交通量の
増加に対応し、円滑な物流
を確保するため事業費350
億6,000億円を投入し東京港
中防波堤外側地区国際海上

コンテナターミナル整備事
業を推進する。
同時事業では中央防波堤
外側地区に水深16mの耐震
強化岸壁を有するコンテナ
ターミナル及び中央防波堤
地区と有明側を結ぶ臨港道
路（南北線）の整備を進め
ており、今年度は臨港道路
の海底トンネルの築造など
を実施する。

この完成により東京港の
コンテナ取扱能力が向上で
き、大井地区などの既存の
コンテナターミナルの渋滞
解消が図れるほか、大型コ
ンテナ船による効率的な輸
送が可能になり、物流コス
ト低減にも寄与する。また
耐震強化岸壁とすることで
震災時にも物流機能を維持
することができる。

また交通インフ
ラでは、港内の埠
頭間交通が円滑化
し、東京港と背後
圏のアクセスが向
上するほか、都市
機能が集中してい
るお台場などの臨
海副都心に流入し
ていた都市交通と
港湾物流交通を分
散、臨海副都心部
の交通混雑と沿道
環境の改善が期待
される。

関東地方整備局の19年度事業

引き続き中防外事業を推進、臨港道路海底トンネル整備

東京都港湾局が発表した2018年の東京港の港勢（速
報値）は、外貿貨物量が前年比0.6％減の4,982万
8,000トンで、うち輸出は1.6％減の1,328万9,000
トン、輸入も0.2％減の3,653万9,000トンだった。
コンテナ貨物は0.3％減の4,798万4,000トン、一方、
個数ベースで1.6％増の457万795TEUと過去最高を
記録した。

東京都港湾局



コンテナターミナルにお
ける「生産性」あるいは
「効率性の向上」は一定のコ
ンテナヤードからどれだけ
のコンテナを取り扱えるか、
という捉え方をしている。
「生産性」の一つの指標
として、平成28年度の外貿
埠頭の年間コンテナ取扱量
を面積あたり（万TEU／ha）
で見ると、東京港の2.78に対
し、他の国内主要港の平均
値は、1.48となっており、東
京港は他港の数値を上回っ
ている。このような数字を
基に、ターミナルの生産性
と、AIや自動化とをどう関
連付けるのか、という問題
提起が必要なのではないか。
東京港は自動化という観
点からは、先進的ではない
が、将来、少子高齢化の影
響が港湾労働分野にも及ぶ
のは明白で、自動化に目を
つぶってはいけない。しか
しながら、単位当たりの取
扱量で捉えると、東京港の
生産性は現在でも非常に高

いと言えるだろう。
また、ガントリークレー
ンの1時間あたりの取扱量
で見ても、東京港は、横浜
港などと同様、世界的に見
ても既に高水準であり、生
産性、効率性は決して低く
ない。こうした現状を踏ま
えて、自動化をどのように
検討していくか、との問題
意識を持っている。

自動化メリット
の受益者は誰か
自動化のメリットは、効
率性、安全性と環境対策の
三点だと認識している。効
率性は時間当たりの取扱量
を指すのではなく、一般的
に単位当たりの面積で、い
かに効率よくコンテナを取
り扱うかがメリットである
と言われ、東京港もコンテ
ナヤードはひっ迫した状態
にあるため、これを目指し
ていかなくてはならない。
一般論だが、自動化のメ
リットは何なのか、自動化
による受益者は誰になるの
か、その上で、受益者は自

動化に必要な莫大なコスト
を負担するのか、そこをま
ずは考える必要がある。誰
が自動化に対する投資コス
トを負担するのか、海外を
見ても答えはない。自動化、
AI化によるコストは高額で
あり、ランニングコストと
して発生する金利も誰が負
担するのか。こうした費用
負担の在り方についても議
論していく必要がある。そ
の際に、受益者負担の根拠
となるビッグデータなどデ
ータそのものの客観性が重
要だとも思っている。

外貿取扱量560万TEUを
見据えた物流機能の充実へ
我々は港としての公共性
と事業性の確保が重要だと
いう認識の下、会社を経営
しており、我々の当面の目
標の一つは2年前に策定し
た東京港埠頭株式会社の第
4期中期経営計画の達成だ。
民営化して11年が経ち、現
計画（3年）の2年目が過ぎ
たが、事業は軌道に乗って
おり、順調に推移している。

もう一つの目標は、平成26
年に策定された第8次改訂
港湾計画における平成30年
代後半の外貿埠頭取扱量
560万TEU、または内貿を加
えた取扱量610万TEUを見据
えた物流機能の充実だ。
東京港には、中央防波堤
外側コンテナターミナル、
Y1が供用開始した2017年以
前は、外貿コンテナターミ
ナルが15バースあり、総面
積は152万㎡だった。今年
度中の2020年に供用を開始
するY2とY1との面積を合わ
せると約30万㎡で、総面積
が約20％増える計算だ。こ
うしたY1、Y2の供用開始に
よって560万～610万TEUの
取扱いが具体化の域に入っ
てきたと言えるだろう。

グローバルSCMへの
ロードマップ
サプライチェーンマネー
ジメント（SCM）の課題は
リードタイムの短縮、在庫
削減、カスタマーサービス
の維持の三つに集約される。
リードタイムの短縮がな
ぜ顧客である荷主にとって
大切なのかというと、製造
業の場合、リードタイムは3
カ月程度。その意味は3カ月
後の販売予測に基づいて生
産を始めるが、これが非常
に難しい。そのため、メー
カーではリードタイムを短
縮したいと考える。時間を
短縮できるほど販売予測の
精度が増す。だが、精緻な
需要予測は難しく、永遠の
課題だ。コストがかかるた
め、メーカーは在庫を極力
削減したい。金利も海上運
賃や港湾のコストなどとは
比較できないほど大きい。
カスタマーサービスとい
う点では、荷主からすると、
顧客から依頼があったとき
に「商品が無い」と言うの
が一番恐れることなのだが、
こうしたリードタイムの短
縮、在庫削減、欠品を無く
す、という三つを同時に満
足するのは非常に困難だ。
リードタイムの短縮は、

製販（メーカーで言う販売
予測）が正確であれば、在
庫を極限まで減らしても品
切れは無い。「在庫をいく
ら持っても良い」のであれ
ば製販が不正確であっても
品切れはない。「品切れが
あっても良い。お客さんに
待って貰えば良い」のであ
れば製販が不正確でも在庫

は減らせる。このように三
点が矛盾することがポイン
トである。
こうしたSCMの課題の三
つを同時に満足させること
は困難であっても、満足に
近づけるために港はどのよ
うな機能を持てば良いの
か、というと、港は、多頻
度、小口化、定時性、の三
つを同時に満足させる港で
あることがSCM時代の港の
役割であり、港湾作業の自
動化、IoTやビッグデータ
活用はそのための道具だ。
世界有数の海運会社のト
ップからは、現在以上の大
型化に否定的な意見も出て
おり、荷主が志向するSCM
で求められる「多頻度、小
口化」は船型の大型化とは
逆行しているため、大型化
対応の港やターミナルを造
って良いのか、と疑問を持
つ識者が多い。こうした点
も踏まえて、東京港は利用
者の声にしっかりと耳を傾
けながら、地に足をつけて
現実的に対応していきたい。

オリ・パラ時の渋滞は
「交通整理と規制」で対応
港頭地区の渋滞は重大な
問題だ。オリンピック・パ
ラリンピック時の渋滞も大
きな課題だが、オリ・パラ
時の対策は基本的には一過
性の対策であり、これまで
の開催都市でも経験してい
るように、時差出勤など、
「交通整理と交通規制」し
か解決の方法はないのでは
ないか。
港の種類は大きく分けて
三つある。一つは、輸出貨
物が多い輸出貨物超過型港
湾。これは中国やベトナム、
インドネシアなどの東南ア
ジア諸港など新興工業国の
港湾である。二つ目は、ト
ランシップ貨物中心のシン
ガポールなど貨物通過型港
湾。この型の港湾は道路の
渋滞などは起きづらい。三
つ目は、輸入貨物が多い輸
入貨物超過型港湾で、経済
が成熟した先進国の港湾で
ある東京港、ニューヨー
ク／ニュージャージー港、
ロサンゼルス／ロングビー
チ港、アントワープ港、ロ
ッテルダム港などで、殆ど
が東京と同様に道路渋滞問

題に直面している。こうし
た東京港と類似する港にお
いて、渋滞問題を解決しつ
つある例もあるため、こう
した港湾の取組事例をも参
考にしていきたい。

渋滞の原因と解決法
輸入港湾がなぜ渋滞問題
に直面するかと言うと、受
け取る側の要求が多様化し
ているからだ。宅配便もそ
うだが、送り手側のトラブ
ルは殆ど聞いた事がない。
受け取る側が「朝はダメ」
「夜はダメ」「今すぐデリバ
リーして」と様々な事を要
求する。要求が多様化した
結果、何が起こるかという
と、朝の通勤時のラッシュ
アワーと同じで、特定の時
間帯にピークが発生し、平
準化が難しくなる。これを
解決する方法の一つとして、
予約制の導入が有効な方法
の一つだと認識している。
この多様化する要求に対
しては、各ステークホルダ
ーが共通の問題意識を持ち、
渋滞を自分の問題として取
り組んでいくことが重要で
あり、それぞれが譲歩しつ
つもメリットを享受し、納
得できる仕組みを確立しな
いと解決できないと考える。
最終的にはトラック運転
手にストレスを感じさせな
い港湾を目指していきたい。

「東京港モデル」を世界に
東京は政治・行政の中心
が永田町・霞が関、金融・
経済は大手町、丸の内、日
本橋の界隈、商業・エンタ
ーテイメントは銀座、と
様々な都市機能が近接して
いる。東京港は、近接した
都市機能と調和を図りなが
ら、港湾物流機能を担って
いかなければならない。こ
れを我々の言葉で言うと
「都市型総合港湾」であり、
世界でも類を見ない。

NY/NJ港はかつて、ブル
ックリン、マンハッタンに
港があったが、いまではニ
ュージャージーに移り、機
能が分散している。東京港
は都市型総合港湾として物
流、環境、臨海サービスを
含めてそれぞれの機能を高
めつつ「東京港モデル」を
確立、世界に発信していく。

物流、臨海エリアにおけるサービスを高め
都市型総合港湾の「東京港モデル」を確立し世界に発信
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東京港は首都圏4,000万人の生活や産業を支える一大物流拠点としての機能を有
し、外貿コンテナ取扱量は日本最大。2018年（1～12月）に前年比1.6％増の457
万TEUと前年に引き続き、過去最高を更新した。京浜港や国内港湾の在り方について
産業界からは、最先端技術の利活用で物流業の労働環境改善と魅力の向上、国内外に
おける強靭な物流ネットワークの構築、貿易手続きのデジタル化、改善などでシーム
レスなグローバル物流の実現などを、国（国土交通省）からは「世界最高水準の生産
性と良好な労働環境を有するAIターミナルの実現」が求められ、提言されている。東
京港埠頭株式会社においては、今年度「第4期中期経営計画」の最終年度となるが、
収益、インフラ整備等の進捗状況は順調で、東京都の第8次改訂港湾計画に掲げられ
た「平成30年台後半の外貿埠頭の取扱量、610万TEU（内貿を含む）」を見据え、生
産性の向上や新しい都市型総合港湾を目指している。東京港で埠頭事業等を実施する
東京港埠頭株式会社の平野裕司社長に生産性向上や東京港の目指す姿について聞いた。

東京港湾福利厚生協会
会　　長　永  澤  利  雄

副  会  長　山  本  儀  久

専務理事　齋  藤  　  博

〒108-0022 東京都港区海岸３丁目９番５号
電話 ０３－３４５２－６３９１㈹
ＦＡＸ０３－３４５１－６５８５

一般財団法人

求められる生産性の
向上について
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2018年の訪日外国人旅行
者数は、前年比8.7％増の
3119万2千人となり、過去
最高を記録、政府は2020年
に 4,000万人、 2030年に
6,000万人を目標値に掲げ
る。訪日クルーズ客も2018
年は244.6万人、クルーズ船
の寄港回数は前年比5.9%増
の2,928回となり過去最多を
記録した。北東アジア海域
をカリブ海のような世界的
なクルーズ市場に成長、ク
ルーズ船の寄港を生かした
地方創生を図るため、大型
クルーズ船の誘致を企図し
た港湾整備も進んでおり、
東京港も東京2020年オリパ
ラを踏まえ、有明-船の科
学館そばに2020年6月末の

完成に向けて新客船ターミ
ナル、「東京国際クルーズ
タ ー ミ ナ ル 」（ Tokyo
International Cruise Terminal）
を建設中。2018年7月には
ゆりかもめの新駅名を「東
京国際クルーズターミナ
ル」駅に改称を決めた。
世界最大のクルーズ客船

“Oasis of the Seas”などの
大型客船が橋げた下52mの
レインボーブリッジを通過
できない現状を打破するた
め橋の影響を受けない水深
11.5m、岸壁延長430mの1
バースと4階建て、延べ床
面積1万9,000㎡で、CIQエ
リア、チェックインカウン
ター、多目的室、VIPルー
ム、送迎デッキを備え、ク
ルーズ客を365日受け入れ

可能なターミナルビルで構
成、臨海副都心の新たなラ
ンドマーク的存在となる。
受け入れ施設の確保と並
行して、客船インセンティ
ブ（入港料・岸壁使用料な
どの減免）、東京湾等旅客
誘致促進補助制度などの導
入やシンボルマークの作
成、海外コンベンションへ
の参加を積極化し、客船運
航船社や代理店を含む国内
外の業界関係者の誘致活動
を急ピッチで展開してい
る。2019年2月14日には東
京国際クルーズターミナル
第1船入港に係る覚書をロ
イヤル・カリビアン・イン
ターナショナルと締結、
2020年7月14日に第1船とし
て“Spectrum of the Seas”

（16万8,666総トン、乗客定
員4,246人）を迎えることが
決まった。
都の「2020年に向けた実
行プラン」では東京港の港
湾機能強化とともに環境／
クルーズを盛り、2020年の
東京港へのクルーズ客船入
港数を2017年の33回から
2013年度比約2.5倍の113回、
クルーズ利用客を2017年の
3万2,235人から21万人へ
2013年度比約6倍へ増加を
目指している。

今年上期は7隻・11回
2018年は4月にコスタク

ルーズ（伊）の“Costa
Neoromantica”（5万7,150総
トン、乗客定員1,800人）が
晴海埠頭に入港、合計20本
の東京発着クルーズを展開
したをはじめ、5月にシル
バーシー・クルーズ（モナ
コ）の“Silver Shadow”（2
万8,258総トン、乗客定員

382人）が初入港、9月に小
さな船での贅沢な船旅経験
を提供するウィンドスタ
ー・クルーズ（米国）の
“Star Legend”（9,975総トン、
乗客定員212人）が晴海埠
頭に初入港した。

2019年は3月2日にシルバ
ーシー・クルーズの“Silver
Whisper”（2万258総トン、
乗客定員388人）を皮切り
に、5月12日の“Silver Muse”
（4万791総トン、乗客定員
597人）の寄港まで上期に
“Star Legend”（9,961総トン、
乗客定員254人）、“Insignia”
（3万277総トン、乗客定員
400人 ）、“ Seven Seas

Mariner”（4万8,075総トン、
乗客定員700人）、“Asuka II”
（5万142総トン、乗客定員
470人）、“Costa Venezia”
（13万5,500総トン、乗客定
員4,332人）の7隻が11回寄
港。うち“Costa Venechia”
と“Silver Muse”は2019年
にクルーズが日本初寄港と
なった。
“Costa Venechia”は、

2019年上期に東京への寄港
が予定されているクルーズ
客船の中では唯一総トン数
10万トン超の船舶で、大井
埠頭への寄港となり、その
他の客船はすべて晴海埠頭
に寄港している。

東京臨海副都心の新たなランドマークに

一般社団法人日本海事
検定協会の分析センター
は、昭和30年（1955年）
に東京と大阪の2箇所に開
設された。それ以来、国
内外の主要港での港湾業
務の拡大と幅広いネット
ワークを活用した事業活
動によって、石油・石
炭・鉄鉱石・食品など、
国民生活にとって必要不
可欠な輸出入貨物の品質
分析の実績を積み上げ、
その間、分析技術を向上
させつつ顧客ニーズに応
えてきた。横浜・大阪の
分析センターを始めとし
て、石狩（平成15年）、苫
小牧（同年）、千葉（平成
24年）、名古屋（同25年）
の4箇所にサテライトラボ
がある。
このうち横浜分析セン

ターは、近年、事業規模
が急拡大してきたことで
分析センターが手狭とな
り、スペースの確保が緊
急の課題となっていた。
そうした状況にあって、
平成25年2月に協会創立100
周年を迎えることとなり、
その記念事業の一環とし
て、横浜市鳥浜地区に新
たな分析センターを建設
し、平成26年2月に移転を
完了し、分析業務を開始
した。
分析センターでは、輸

出入貨物の品質分析を主
な業務として行っている。
取扱品目は、鉄鉱石、石
炭、石油、化学品原料、

及び食品と多岐にわたっ
ており、国内外から当分
析センターに送付される
品物の種類は、着実に増
加している。また、貨物
にトラブルが起こった場
合の原因調査については、
最新機器と各分野に精通
した専門スタッフで様々
な要望に迅速・的確に対
応している。
今後も、国内外を問わ

ず、従来の業務に加えて
資源・エネルギー、及び
食品分野の安全と安心を
重要テーマとして、積極
的に取り組んでいく。
わが国を取り巻く社会

環境の変化に対して、分
析機関に求められる役割
は益々重要となる。目覚
ましい進歩に伴い多様化
している資源エネルギー
及び食品に関わる分析の
経験と知識を更に深めて
いくとともに、顧客の目
線を忘れずに国内外の社
会変化を先取りして、一
歩踏み込んだサービスを
提供していく姿勢を全面
に打ち出す。
同協会は、輸出入食品

や貨物の安全と安心を守
ることに加えて、視野を
広く保ち、情報発信力を
強化して、「これまでの100
年からこれからの100年」
を見据え、経営理念であ
る「信頼のブランドNKKK」
をあらゆる事業活動の原
点におき、国際社会への
永続的な貢献を目指す。

日本海事検定協会（NKKK）
分析センター（横浜）
国際社会への永続的貢献を目指す

“国際総合分析機関”

（写真　エスエス東京　島尾  望）

2020年7月に第1船


